
 

令和７年度 第２回あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議 

次  第 

 

日時 令和７年１１月２８日（金）１３時～ 

                     場所 麻生区役所第１Ｂ会議室 

 

１ 開会 

     

２ 議事 

 

（１）麻生区における社会的孤立の状況について  資料 1   参考資料  
 
 

（２）麻生区における地域の担い手の発掘・育成について 

  資料 ２―１   資料 ２－２   

 

（３）その他 

  

  

３ 閉会 

 

 次回   第３回 令和８年 3 月 ６日（金） １３時～14 時半 麻生区役所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

   ・委員名簿 

・座席表 

   ・あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議開催運営等要綱 

・資 料 １    麻生区における社会的孤立の状況について 

・資 料 ２－１ 麻生区における地域の担い手の発掘・育成について  

・資 料 ２－２ 麻生区地域支え合い人財づくりツアー企画案について  

      ・参考資料   麻生市民館市民自主学級・市民自主企画事業等の報告 



 
あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議委員 

 
 

（敬称略、順不同） 

 区 分 団体名など 氏 名 備 考 

１ 学 識 田園調布学園大学 村井 祐一  

２ 区 民 公募区民 植木 昌昭  

３ 団体推薦 麻生区町会連合会 高橋 慶子  

４ 〃 NPO 法人あさお市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 岡部 俊幸  

５ 〃 麻生区民生委員児童委員協議会 森 眞澄  

６ 〃 川崎市医師会麻生区医師会 吉松 昭彦  

７ 〃 
麻生区民生委員児童委員協議会 
主任児童委員部会 

吉垣 君子  

８ 〃 麻生区地域包括支援ｾﾝﾀｰ連絡会議 玉野 朋美  

９ 〃 麻生区地域自立支援協議会 平井 祐樹  

10 〃 麻生東地区社会福祉協議会 佐野 幸子  

11 〃 柿生地区社会福祉協議会 依田  明子  

12 関係機関 麻生区社会福祉協議会 高橋 由加  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



事務局名簿 
 
 所 属 ・ 役 職 氏 名 備 考 

１ 地域みまもり支援センター所長 藤原 亮子 事務局長 

２ 地域みまもり支援センター副所長 大塚 吾郎  

３ 地域ケア推進課長 雨宮 米美  

４ 地域支援課長 鈴木 千絵  

５ 児童家庭課長 加来 健司  

６ 高齢・障害課長 正木 久美子  

７ 保護課長 大町 法久  

８ 衛生課長 泉 浩人 
 

９ 保育所等・地域連携担当課長 前﨑 牧子 
 

10 危機管理担当課長 青柳 努  

11 企画課長 田島 歳宜 代）髙木職員 

12 生涯学習支援課長 相澤 悟 
 

13 地域ケア推進課 企画調整係長 池田 賢一  

14 地域ケア推進課 企画調整係 主任 麻生 淳一  

15 地域ケア推進課 企画調整係 主任 飯村 壮太  

 

 

 



令和７年度 第２回あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議  
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あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議開催運営等要綱 
 

（設置） 
第１条 この要綱は、あさお福祉計画（以下「福祉計画」という。）及び地域包括ケアシス

テムに係る取組を推進するため、あさお福祉計画及び地域包括ケアシステム推進会議（以

下「会議」という。）の運営に関し、必要な基本事項を定める。 
 

（目的） 
第２条 区長は、福祉計画及び地域包括ケアシステムの推進に関し、次に掲げる事項につい

て、会議の委員の意見を求める。 
（１）福祉計画の策定及び変更に関すること 

（２）福祉計画の進捗状況に関すること 

（３）麻生区における地域包括ケアシステムの推進及びネットワーク構築に関すること 

（４）前各号に定める事項の他、会議で必要と認める事項 
 

（委員） 
第３条 会議の委員は、次に掲げる者に就任を依頼する。 

（１）学識経験者 

（２）関係団体代表者 

（３）公募市民 
２ 前項の委員のほか、特別及び専門的事項に関する意見を求めるため、区長において必要

があると認めるときは、推進会議に臨時の委員を置くことができる。 
 

（任期） 
第４条 委員の任期は、あさお福祉計画の計画期間と同一とする。ただし、再任を妨げない。 
 

（庶務） 
第５条 会議の庶務は、麻生区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所）

地域ケア推進課において処理する。 
 
 
 
   附 則 
 （施行期日） 
１ この要綱は、平成２８年１０月１４日から施行する。 
 （旧要綱の廃止） 



 

 

２ あさお福祉計画推進会議開催運営等要綱（２６川麻地保第１２４１号）は廃止する。 
 （あさお福祉計画推進会議開催運営等要綱の廃止に伴う経過措置） 
３ この要綱の施行の際、現に前項の規定による廃止前のあさお福祉計画推進会議開催運

営等要綱第３条の規定により就任を依頼されたあさお福祉計画推進会議の委員である者

は、この要綱の施行の日に第３条の規定により会議の委員として就任を依頼されたもの

とみなす。 
 

附 則 
この要綱は、平成３０年２月１９日から施行する。 
 
  附 則 
この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 



議題１ 麻生区における社会的孤立の状況について 
 
○孤独・孤立対策推進法（令和５年５月 31 日成立 令和６年４月１日施行） 

基本理念で「孤独・孤立の状態は人生のあらゆる段階において何人にも生じ得るものであり、社会の 

変化により孤独・孤立の状態にある者の問題が深刻な状況にあることに鑑み、孤独・孤立の状態に 

ある者の問題が社会全体の課題であるとの認識の下に、社会のあらゆる分野において孤独・孤立 

対策の推進を図ることが重要である（以下、略）。」と掲げており、「国、地方公共団体、当事者等へ 

の支援を行う者、地域住民その他の関係者は、基本理念の実現に向けて、相互に連携を図りながら 

協力するよう努めるものとする。」と規定されている。 

 
 

○麻生区における高齢者の一人暮らし世帯（単独世帯）の状況 

全世代の単独世帯の割合は 16.0％であり、20 代と高齢者層について、ひとり暮らしの割合が高い傾向 

がみられた。特に女性の場合は、70 歳から急激な増加がみられ、90 歳前半で 5 割近くに達している。 

また、人数でみても、70 代、80 代の女性の一人暮らしは 5 歳当たり約 1,000 人と、男性の２～３倍に 

のぼっている。 

 

 
 
 
  

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 男女合計 男性 女性 

 年齢 人数 単独世帯 割合 人数 単独世帯 割合 人数 単独世帯 割合 

60～64 歳 9,543 1,311 13.7% 4,722 707 15.0% 4,821 604 12.5% 

65～69 歳 8,920 1,310 14.7% 4,217 622 14.7% 4,703 688 14.6% 

70～74 歳 10,563 1,659 15.7% 4,836 637 13.2% 5,727 1,022 17.8% 

75～79 歳 8,311 1,435 17.3% 3,792 398 10.5% 4,519 1,037 22.9% 

80～84 歳 5,958 1,368 23.0% 2,650 292 11.0% 3,308 1,076 32.5% 

85～89 歳 3,696 1,150 31.1% 1,506 232 15.4% 2,190 918 41.9% 

90～94 歳 1,410 543 38.5% 510 116 22.7% 900 427 47.4% 

95～99 歳 277 111 40.1% 87 25 28.7% 190 86 45.3% 

100 歳以上 34 10 29.4% 7 0 0.0% 27 10 37.0% 

全世代 176,702 28,255 16.0% 86,097 14,201 16.5% 90,605 14,054 15.5% 

（人、％） 

麻生区におけるひとり暮らし世帯の割合 

令和２年国勢調査 人口等基本集計(麻生区）を基に作成 
 

資料１ 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

急激な増加 
女性 

 

男性 



28.3%

35.2%

26.5%

31.5%

56.5%

50.0%

61.8%

50.0%

15.2%

12.5%

5.9%

13.0%

ひとり暮らし (n=46)

二人で暮らしている(n=88)

三人で暮らしている(n=68)

四人以上で暮らしている

(n=54)

ひとり暮らし世帯と幸せの感じ方の相関について 

麻生区区民アンケートで、60 歳以上の方の回答で「同居人数」と「幸せの感じ方」について、比較したところ 

ひとり暮らしよりも、複数人で暮らしている方のほうが、「幸せに感じている」「まあまあ幸せだと感じている」

と回答した割合が大きい。更に、男性、女性別に分けてみると、女性は、世帯の人数と幸せの感じ方の相関

はみられなかったものの、男性の場合は、相関がみられた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（男性） 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 （女性） 

 

 

 

 

 

 

関連する区計画上の取組  

17 高齢者に関する相談支援体制の充実 
38 ひとり暮らし等高齢者見守り事業 
４１ 麻生区高齢者見守りネットワーク事業 

麻生区区民アンケート調査を基に作成 

22.7%

32.4%

27.6%

30.3%

49.3%

55.3%

59.3%

53.2%

22.7%

10.6%

6.2%

12.8%

ひとり暮らし (n=75)

二人で暮らしている

(n=170)

三人で暮らしている

(n=145)

四人以上で暮らしている

(n=109)

幸せだと感じている まあまあ幸せだと感じている

どちらともいえない あまり幸せだと感じていない

幸せだと感じていない

13.8%

29.3%

28.6%

29.1%

37.9%

61.0%

57.1%

56.4%

34.5%

8.5%

6.5%

12.7%

ひとり暮らし (n=29)

二人で暮らしている(n=82)

三人で暮らしている(n=77)

四人以上で暮らしている

(n=55)

ひとり暮らしの男性の 13.7%が「あまり幸せだと感じ
ていない」、もしくは「幸せだと感じていない」と回答 



○障害者の移動手段 

・ 障害のある人が社会的に孤立する背景の一つとして、移動手段の確保が難しいという課題も考えら 

れる。手帳※を所持している麻生区の障害者の外出頻度について、市全体と麻生区を比較すると「毎 

日外出している」が 27.4%、「週に 5～6 日程度」が 37％であり、麻生区の障害者は比較的外出し 

ている傾向が見られた。その一方で、4.5％の方が「外出していない／外出できない」と回答している。 

※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 5 年 11 月の 1 か月間に利用した外出支援事業について、市全体と麻生区を比較したところ、 

麻生区は、バス利用券の利用が少なく、一方で、「福祉有償運送制度」の利用が多かった。 

また、44.4％の方が「利用しているものはない」と回答した。 

 
「障害者の移動手段に係る実態調査 結果報告書 令和 6 年 3 月川崎市」を基に作成（複数回答） 

 

関連する区計画上の取組   

1８ 障害者に関する相談支援体制の充実 

４７ 麻生区地域自立支援協議会との連携  

４８ 麻生区社会福祉協議会との連携 

 

 

 

45.7%

13.7%

0.9%

1.1%

37.1%

3.2%

38.1%

12.7%

0.8%

3.4%

44.4%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

川崎市ふれあいフリーパス（バス利用券）

川崎市福祉タクシー利用券

福祉キャブ（リフト付き自動車）運行事業

福祉有償運送制度

利用しているものはない

無回答

市全体（n＝3123） 麻生区（n＝354）

24.3%

27.4%

36.9%

37.0%

16.4%

15.8%

16.7%

13.8%

4.2%

4.5%

市全体（n＝3123）

麻生区（n＝354）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日 週に５～6 日程度 週に 3～ 
４日程度 

週に１～ 
２日程度 

 

無回答 

外出していない／外出できない 



○麻生区における児童虐待相談・通告件数 

子育て世代（特に身近に相談相手や頼れる人がいない保護者）の孤立が児童虐待の要因の一つとして 

考えられている。麻生区の児童虐待の相談通告件数は令和 5 年度の 537 件に比べ、令和 6 年度は 

647 件と 11.6%上昇している。また、市全体の統計によると、虐待の種別は心理的虐待が最も多く、 

年齢別の件数割合では、就学前までの乳幼児で 44.8%を占めている。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関連する区計画上の取組   

1６ 子ども・子育てに関する相談支援体制の充実 

２０ 権利擁護への対応の充実 

２１ 専門機関等と連携した相談支援体制の強化 

２５ 地域で子育てを支える取組 

 

 

 

身体的虐待

20.1%

ネグレクト

22.4%

性的虐待

0.6%

心理的虐待

57.0%

虐待種別件数
（R6年度・市全体参考）

「令和６年度川崎市における児童虐待相談・通告件数について」を基に作成 

0～3 歳未満

27.1%

3 歳～就学前

17.7%

小学生

31.3%

中学生

13.2%

高校生・その他

8.1%

不明

2.6%

年齢別件数（R６年度・市全体参考）

44.8% 

531 537
647

0

200

400

600

800

R４ R５ R６

児童虐待相談・通告の状況 麻生区受付件数

（年度） 



○麻生区地域包括ケアシステム講演会「若者の居場所と本音」の報告（11 月 9 日 麻生市民館大ホール） 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○麻生区社会福祉協議会「令和 7 年度 在宅福祉サービス委員会委員研修」の報告 

（10 月 22 日 午後 2～４時 福祉パルあさお） 

■講師  

川崎市役所青少年支援室担当課長 大原芳信 氏 

    はなまる塾代表 谷 澄子 氏 

■参加者 

     ２５名（在宅福祉サービス委員会委員、子育て支援委員会委員、主任児童委員、民生委員、地区社協、 

当事者団体等） 

■内容 

     「こどもの居場所について」をテーマに、２名の講師による川崎市 

の取り組み（市役所）、麻生区での活動事例（はなまる塾）をもとに、 

グループワークを行いました。その中で、「中高生の居場所がない」 

「中学校の放課後カフェを立ち上げてほしい」「子どもに限らず、多 

世代の居場所が必要だと思う」「地域行事自体が減ってきている。 

大人が地域にもっと目を向けられる工夫が必要」など、沢山の活発 

な意見が出されました。 
 
○麻生市民館市民自主学級・市民自主企画事業等の報告 参考資料１ 
 
 

 
 

 

 

麻生区役所、麻生区・多摩区ソーシャルデザインセンター共催 

■来場者 

約 150 人（一般、行政･福祉･学校関係者等） 

■内容 

俵隆典氏 (あさお SDC 代表理事)、村井祐一氏(田園調布学園大

学副学長・教授)、麻生区・多摩区子ども食堂のボランティアの若者３

者によるトークセッション等 ※特別ゲスト 柴俊夫氏（俳優こどもの

ための柴基金代表理事） 

進路や友人関係などで悩みを抱えている若者にとって、こども食

堂などのボランティアの場所が、ありのままの自分でいられ、ナナメ

の関係となっている年上のボランティアなどとも交流できるサード

プレイス（第３の場所）として機能し、問題や悩みの解決等に繋がった

実体験を語りました。 

 



議題２ 麻生区における地域の担い手の発掘・育成について 

○麻生区の就業構造について（参考） 

・ 高齢者における就業者の割合について、年代別に比較すると、全体的に就業者の割合が増加し 

ている。特に 60 代の増加が著しく、年金の受給年齢に達しても働き続けている方が多いこと 

がうかがえる。 

 

 

 

 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
                                       
・子育て世代の女性の就業者の割合について、年代別に比較すると、ライフステージが変化しても 

働き続ける女性が多いことがうかがえる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２―１ 

（人、％）

人口 就業者数 割合 人口 就業者数 割合 人口 就業者数 割合

20～24歳 5,386 3,117 57.9% 4,432 2,572 58.0% 4,347 2,920 67.2%

25～29歳 5,955 4,007 67.3% 4,050 3,056 75.5% 3,513 2,988 85.1%

30～34歳 5,811 2,789 48.0% 5,035 3,027 60.1% 3,448 2,635 76.4%

35～39歳 4,915 2,177 44.3% 6,420 3,444 53.6% 4,043 2,799 69.2%

40～44歳 4,389 2,220 50.6% 6,116 3,417 55.9% 4,993 3,573 71.6%

45～49歳 4,790 2,638 55.1% 5,245 3,327 63.4% 6,242 4,545 72.8%

※人口（労働力状態不詳除く）に対する就業者の割合

2020年
年齢

2000年 20１0年

（人、％）

人口 就業者数 割合 人口 就業者数 割合 人口 就業者数 割合

５０～５４ 11,438 8,296 72.5% 8,948 6,932 77.5% 11,586 9,636 83.2%

５５～５９ 9,721 6,573 67.6% 8,786 6,324 72.0% 9,929 7,948 80.0%

６０～６４ 7,952 3,796 47.7% 11,111 6,081 54.7% 8,246 5,751 69.7%

６５～６９ 6,544 2,074 31.7% 9,158 3,315 36.2% 7,759 3,606 46.5%

７０～７４ 4,651 902 19.4% 7,117 1,483 20.8% 9,019 2,704 30.0%

７５～７９ 2,932 371 12.7% 5,797 648 11.2% 6,936 1,197 17.3%

※人口（労働力状態不詳除く）に対する就業者の割合

年齢
2000年 20１0年 2020年

「平成 12 年、平成 22 年、令和 2 年 国勢調査（麻生区）」を基に作成 

72.5%
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○麻生区の町会・自治会加入状況の推移について 

 麻生区における町会・自治会の加入状況をみると、平成 27 年 4 月時点では 65.9%（総世帯数 

75,425 世帯に対し団体加入世帯数 49,742 世帯）であったが、令和６年 4 月時点では 59.０% 

（総世帯数 8２,３９０世帯に対し団体加入世帯数 48,６１４世帯）と減少傾向にある。 

 

 

○麻生区における 75 歳以上人口と民生委員・児童委員の状況について 

麻生区の 75 歳以上の方は、毎年約 1,000 人のペースで増加し、R6 には約２万７千人に達している。 

一方で、高齢者等、生活のことで悩みを抱えている方の相談役とされている民生委員・児童委員の人数 

は 130 人～150 人と横ばいであり、成り手がおらず、充足率が低下傾向にある。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

○麻生区地域支え合い人財づくりツアー企画案について（アイデア出し）   

川崎市では「将来的に民生委員児童委員の担い手となり得る人」を対象として、自分が住んでいる 

地域に関心を持ち、地域のために何か活動してみたいとの動機付けとなるツアーや講演会の事業 

を各区で進めています。（資料２－２ 企画案 参照） 
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麻生区地域支え合い人財づくりツアー企画案 

 

事業の趣旨 

市民活動や地域活動に興味関心があっても参加のきっかけをつかめない人を対象として、一歩

踏み出してもらうことを目的とする。将来の民生委員・児童委員の担い手へとつなげていく。 

 

麻生区の現状や課題 

○テーマ型活動（市民活動）と地縁型活動（町内会活動等）の連携が薄い 

○60 歳代だとまだ現役の人が多いため、なり手になる人を見つけることが難しい 

○区内に民生委員が欠員の地域がある 

〇民生委員に関するイベントを開催するが、そこで出る声として民生委員をそもそも知らない人

が多い。 

 

企画案 

案 1 活動連携を語るパネルディスカッション 
 
市民活動や地域活動の連携の可能性を探るパネルディスカッション。 

様々な団体の関係者を招き、活動内容や課題を紹介。コーディネーターの進行でそれぞれの団

体が連携したら、どのような展開が生まれるのかなどをテーマに話し合う。 

案 2 市民活動団体の紹介と活動見学ツアー 

区内の市民活動団体を知るための活動内容の広報と見学ツアー。各団体の活動内容を周知し、

興味を持った人がその団体の活動日に見学する。 

案 3 地域への意識向上をテーマにした座談会 

自分が住む地域の活動に意識を向ける住民を増やすためには、どうすればよいか、民生委員や

町内会、団体関係者などの座談会を実施する。 

 
他にもいろいろな企画が考えられると思われますが、委員のみなさまから、様々なご意見 

やアイディアを頂ければと思います。 

 

スケジュール 

12 月  具体的な企画・講演者決定、広報準備（チラシやホームページ等作成） 

1～2 月  広報活動、開催準備 

3 月  企画開催（令和 8 年 3 月予定） 

資料 2-2 
 


